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他市町村や地域での支援方策に関する示唆が得られたことは，公衆衛生学，
地域福祉学の観点から学術的意義および社会的意義が高いといえる． 
3.6 本論文の人間科学に対する貢献：本論文は，以下の点において，人間科学に対す
る貢献がある． 
3.6.1 気候変動等の影響から大規模災害が全国各地で起こっており，避難行動要支
援者施策はいずれの市町村，地域でも課題となっている．本論文は，避難行
動要支援者名簿について，法的・制度的な検討とその活用を目的とした実践
レベルの検討を学際的アプローチにより実証的に行っているなど，本論文の
成果は人間科学に対する寄与があるといえる． 
3.6.2 本論文において得られた知見は，公衆衛生学や地域福祉学だけでなく，地域
の安全・安心に関わる近接領域における研究や市町村職員や地域住民による
取組の相互理解や，新たな研究や制度設計の着眼点に資する可能性を有して
おり，本論文の成果は人間科学に資するものと考えられる． 
3.7 不適切な引用の有無について：本論文について類似度を確認したうえで精査した
ところ，不適切な引用はないと判断した． 
 
4 学位論文申請要件を満たす業績（予備審査で認められた業績）および本論文の内容（一部を
含む）が掲載された主な学術論文・業績は，以下のとおりである． 
 
 高橋和行，扇原 淳．自治体における避難行動要支援者名簿の整備・共有状況とそ
の分析．地域安全学会論文集，32巻，93-101 頁．2018 
 高橋和行，扇原 淳．自治体における避難行動要支援者名簿の共有・活用の現状と
その分析．地域安全学会論文集，33巻，215-223頁．2018 
 
5 結論 
以上に鑑みて，申請者は，博士（人間科学）の学位を授与するに十分値するものと認め
る． 
 
以上 
